
病態学（内科）H21解答

1．4→血液凝固因子の生合成に必要

2．4→15～40万／mm3

3．1

5．3→一年間同様の症状で安定していて、労作時に痛みが生じる労作性狭心症

6．2→失神、心不全、ショック状態となる

7．3→労作時の息切れと仰臥位時の呼吸困難（起座呼吸）

8．5→抜歯、外科手術や心臓カテーテル検査で病原菌が侵入

先天性心疾患では感染性心内膜炎の合併が多い

9．4

10．（1）○

（2）×→脊髄でなくクモ膜下腔

（3）○→厳密にいえばLl以下

（粛○

（5）○

（㊥○

（7）○

（8）○→抗コリンエステラーゼ薬

（9）？喉頭鏡を挿入後は声帯は見える

（1¢×→左室の前負荷状態の指標

11．も，C，e，f

12．a，C
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